
令和７年度 第 ４ 回 広沢小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開催日時  令和８年２月１７日（火）１３時３０分から１５時００分 

２ 開催場所  広沢小学校１階 開放教室 

３ 出席委員  山田 谷一  川上 玲子  橋本 憲幸  宮本 慶子 

平野 圭吾  橋本かずよ  佐々木知成   

４ 欠席委員  杉浦 友治  加藤 いずみ 

５ オブザーバー  西部協働センター 横市 佳音 

６ 学校コーディネーター  矢野 貴惠 

７ 学校    浮田 佳昭（校長）、鈴木 俊彰（教頭）、 

        中村 隆太郎（主幹教諭） 

８ 傍 聴 者  佐藤 里絵子 

10 会議録作成者  主幹教諭 中村 隆太郎 

11 議長の選出について 

司会の鈴木より、議長の選出について委員に意見を求めたところ、平野委員を

議長に推挙する旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

12 協議事項 

（１） 学校関係者評価について 

（２） 来年度の学校運営の基本方針 

（３） 学校運営協議会の取組についての振り返り 

13 会議記録 

司会の鈴木から、委員総数９人のうち７人の出席があり、過半数に達している

ため、会議が成立している旨の報告があった。 

（１） 学校関係者評価について 

  ・主幹教諭から学校評価の結果と、今後の改善方策について説明があり、以下

の発言があった。。 

  〇昨年度の結果との比較だけでなく、学校として目指す値との比較をもって目

標を設定することで、様々な立場の人が目指す姿を共有し、子供たちの支援

にあたれると思う。（佐々木委員） 

  〇目標の数値については何年も変えていないが、評価の数値には毎年上がり下

がりがあるので、一喜一憂せずに目標に向かって取り組んでもらいたい。（山

田委員） 

  〇評価の数値には学年の色も反映されるので、数値の上がり下がりにあまり一

喜一憂しない方がよい。（平野議長） 

  〇子供たちの評価については、低学年と高学年で評価への向き合い方が違う。

（校長） 

  〇小さな数値の上下によって、ぶれてしまうことなく貫いてほしい。広沢小学

校は公立学校であるので、合わせなくてはいけないところもあるが、学校と

して大切にしていきたいところは貫いてほしい。（橋本憲幸委員） 

  〇学校の視線と保護者の視線は違うところもあるが、子供たちの成長のためと

いう方向は同じなので、対話を重ねることで協力していきたい。（教頭） 

  〇「声を上げる人」「声を上げない人」がいて、どうしても「声を上げる人」の

意見が通りやすいが、声なき声にも耳を傾け学校を運営していくことが大切

である。アンケートの多数側の声だけでなく、少数の声を反映することが大

切である。（宮本委員） 

  〇「かがやきレター」について、教員は取り組みができているという評価であ

るが、子供たちの評価は下がっていた。これの原因は何であると考えている



か。（山田委員） 

  〇学年として取り組みの差がある。低学年は取り組めているが、高学年は少し

取り組みができていない部分もある。また、自己評価への厳しさが低学年と

高学年では違う。（主幹教諭） 

  〇【重点１】「かいけつする力」をつけるための手立てとして、自身の取組につ

いての振り返りをすることが大切だと感じる。（川上委員） 

  〇清掃活動の大切さがある。道具や教室への感謝、他学年との協力等が感じら

れる。（宮本委員） 

  〇全校で設定した清掃時間以外にも学級ごとに清掃は行っている。子供たちが

決められているからではなく、自分で気づいて清掃を行えるように指導をし

ていく。（教頭） 

（２）来年度の学校運営の基本方針について 

  ・校長から来年度の学校方針について説明があった。 

  〇地域での挨拶が少なくなっていると感じる。学校というフィルターを通すと

できることが、家庭というフィルターを通すとできないことがある。各家庭

の考えがあって地域のつながりをつくりにくい現状があると思う。（佐々木

委員） 

  〇学校に求めるならば、地域から取り組まなければいけない。地域の人の言葉

遣いについても考えなければいけない。（佐々木委員） 

  〇今の若い人は、自己肯定感が高すぎて、周りの人たちからの意見を受け入れ

られない。（佐々木委員） 

  〇「友達を大切にする子」ということで、実際に小学校で学んだ子が中学校で

どの子とも分け隔てなく友達関係をつくることができている。自信をもって

学校運営方針を貫いてほしい。（橋本かずよ委員） 

  ・協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

（３）学校運営協議会の取組についての振り返り 

・教頭から、各委員の振り返りをもとに、今年度の学校運営協議会の目標と、

それに対する評価の結果が説明され、来年度の目標について全員異議なく承

認した。 

 

  その他報告事項等 

  ・夢育やらまいか CS 加算分の報告について教頭より報告があった。 

  ・矢野 CD から読み聞かせ、図書室、大掃除ボランティアの活動状況について説

明があった。 

  ・教頭、校長より、以下の報告及び連絡があった 

  〇卒業式、入学式への出席について 

  〇来年度の委員について 

〇来年度の学校運営協議会の年間計画について 


